
川崎市中央卸売市場北部市場

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2023年数量 6,656 6,068 6,287 6,064 6,645 6,360 6,468 6,250 5,879 6,318 6,357 6,441

2024年数量 5,772 5,617 5,290 5,680 5,548 5,225 5,348 5,768 5,504 6,107 6,007

2023年平均単価 241 247 249 266 252 264 270 274 310 300 224 227

2024年平均単価 223 242 286 303 298 270 287 303 323 286 284
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平均単価（円/kg）取扱数量（トン）
【野菜】

１１月の野菜類は、九州・四国を中心とする冬春産地の品目が夏の猛暑や１０月から１１月の降雨、日照

不足の影響で生育が遅れ、小玉化や小型化が散見された。前年に比べ数量はやや減少し、平均単価は

かなり高く推移しました。

前年比数量 ９４％、単価 １２７％で終了しました。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2023年数量 1,552 1,521 1,248 1,026 1,110 1,246 1,642 1,410 1,085 1,292 1,497 1,898

2024年数量 1,249 1,338 1,003 778 816 1,006 1,479 1,311 841 861 1,125

2023年平均単価 460 464 499 513 482 500 466 515 542 424 386 483

2024年平均単価 518 532 573 610 540 471 443 567 539 485 443
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平均価格（円／kg）取扱数量（トン） 【果実】

１１月の果実類は、カメムシによる被害、猛暑による生理落果の多発や生理障害果の発生により

数量はかなり減少しました。単価については高く推移しました。

前年比数量 ７５％、単価 １１５％で終了しました。

令和６年(2024年)１１月 青果部種類別市況


